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アルハンブラ・アメリカン・ホテル 

～ある潜伏キリシタンの実話～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2023/12/2（土）13:30～15:00 浦上キリシタン資料館 

 

 

 
 
 

 

◆主催：NPO 法人アジェンダ NOVA ながさき 

◆資料代：500円 ◆定員:30名 

◆申し込み：浦上キリシタン資料館へ電話・FAX・メールでご連絡ください。 

      tel&fax：095-807-5646 ✉urakamicm@mxa.cncm.ne.jp 

◆講師：ブライアン・バークガフニ 氏 Brian Burke-Gaffney 

略歴 1950 カナダ・ウィニペグ市生まれ／1972 ヨーロッパ、インド等を経て来日／

1973 臨済宗入門得度、1982 まで京都の妙心寺において禅の修行を積む／1982 長崎

市に移住／1985 長崎市嘱託職員／1992 長崎県民表彰受賞（外国人初）／1996 長崎

総合科学大学・地域科学研究所教授／2001 同大学人間環境学部環境文化学科教授／

2007博士号（学術）取得／2009長崎総合科学大学環境・建築学部長／2016年度長崎

新聞文化賞受賞／2023長崎総合科学大学退職／現在 長崎総合科学大学名誉教授、グ

ラバー園名誉園長 

主な著書 『霧笛の長崎居留地～ウォーカー兄弟と海運日本の黎明』『リンガー家秘録～

1868−1940』『写真でたどる旧グラバー住宅の歴史』『長崎偉人伝〜T・B・グラバー』『欧

米人が歩いた長崎から雲仙への道』 

山口サクという勇敢な元潜伏キリシタンとその混血の娘ルイザは、大正期から昭和初期にかけてアル

ハンブラ・アメリカン・ホテルを経営していました。ルイザは、無国籍という特殊な家庭環境で育ちな

がらも、長崎居留地の開放的で多文化的な社会の中でのびのびと成長しました。その美貌と明るい性格

で、ホテルを訪れる船員や旅行者の間で人気を博し、その後、妻として、母として太平洋戦争の時代を

生き抜きました。 

一方、戦後の開発の中で忘れ去られ、取り壊しの危機に瀕していた旧アルハンブラ・アメリカン・ホ

テルは、姿を消した後もその残像を長崎の歴史の中に刻みました。 

アジェンダ HP 


